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エ ポ ン 包埋組織 に お ける リソゾーム お よび ペ

ル オ キ シ ゾー
ム 酵素の 免疫細胞化学的染色

　　横田貞記

　　 （山梨医大 ・解剖）

　種 々 の 細胞障害 をひ き起 こ す脂質 過酸化に

対 し防御的 に 働 くGlut．athiene −
peroxidase

（GSH −PO ）は ， 還 元型 グ ル タ チ オ ン （GSH ）

を酸化型 グ ル タ チ オ ン （GSSG ）へ 変換する が ，

3．の GSSG を N医DP を補酵素と して GSH に 還

元 する 酵 素が （ISSG −・Rctで あ る 。

我 々 は ， WT／　star 系 ラ ッ ト肝 より GSSG −Rdを

糟製 し ， 家兎抗体 を作製 し ， ラ ヅ トの 肝 を 始

め 種 々 臓器の 固定凍結切片に つ い て 酵素抗体

法に よる GSSG −Rd の 局在 観察を行 つ た 。 材

料は 卿i麟 ar 系成熟 ラ ッ トの 肝 ， 胃， 腸管 ， 唾

液脇 膵 ， 肺 P 気管 ， 腎 ， 膀胱な どを用 い た e

GSSG −Rd の 局在 を光顕的 に観察する ど 肝 で

は肝実質細胞に：は弱 くび
．
まん性に染まる の み

で ， む し ろ 小葉 間胆管が強染さ れ ， GSH −PO

の局在姓 と明 らかな差異を示 し た 。 そ の 他 ，

胃と 腸管で は ⊥皮 に ， 唾 液腺 と 膵 で は 海管 に

の み 陽控であ 駄 肺 の 細気管支， 気管の 上皮

に それぞれ 限局 レ て い た 。 腎 で は
， 皮質 σ）尿

細管上皮 も弱 く陽性 で あるが ， 髄質の集合管が

断 然 強 く染色 さ れ ，そ れ に 続く尿管 ， 膀胱の

上皮 も陽性 であ つ た 。 以．．上の 如 く ， GSSG −R窪

は 腺上 皮に は 比較的弱く 、 それ に 続 く導管上

皮．が 強染 さ れ る とい う 独特な局在性を示 した 。

更に 電 顕的局在観 察を加昧 して考察 を加える 。

　 エ ポ ン 包埋材料の 光顕用切片を免疫細胞化

学的に 染色できれば， 組織の 保存および解像

力 の 向上が もた らされる の で，この方法の 確

立は十分 に 意味があ る。この 報告で は，脱エ

ポ ン 法，プ ロ テ ア
ーゼ 処理 ， お よび酵素抗体

法 を組み合わ せ る こ とに よ り，リソ ゾー
ム お

よび ペ ル オキ シ ゾーム 酵素を容易 に 染色で き

る ことを見い だ した の で，そ の 方法に つ い て

述 べ る 。

　ラ ッ ト肝臓お よび腎臓を 4％ホ ル マ リン 十

1％ グ ル タル アル デ ヒ ド＋ 0．1M カ コ ジル 酸緩

衝液 PH7 ．4 で 灌流固定 し ， 型邁 リエ ポ ン に

包埋 した 。 ガ ラ ス ス ラ イ ドに マ ウ ン ト し た

1 ミク ロ ン切片を最終的に次の 様に処理 した。

1）10％ 苛性 ソ
ーダエ タ ノ

ー
ル 溶液に 60分，2）

ト リプ シ ン C2nt9，〆祕 ）処 理， 5分 ， 3）リ ソ ゾ

ーム およ び ペ ル オ キ シ ゾ ーム の 酵素に 対す る

抗体に 2時間浸漬蛙 4）ペ ル オキダーゼ粘 合抗

ウ サ ギ ブタ抗体に30分浸漬， 5）DAB 反 応 ，

1D− 20分。カ テ プシ ン D は肝臓で は肝細 胞の

胆 細管周囲の顆粒に賢腎臓で は皮質集合管上

皮お よび髄質の 集合管 上皮の 顆 粒に みられた。

カ タ ラ
ーゼ は腎臓で は近位尿細管の ペ ル オキ

シ ゾーム に ，肝臓で は実質細胞 の それ らに 局

在 し た。
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